
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．蒲田駅周辺を取巻く周辺状況と現況課題 

蒲田駅前空間の周辺状況について、「蒲田駅周辺の現況」、「蒲田駅周辺の動向」、「低炭素型都市の実現」

から周辺状況を把握する 

 

 

 

戦災復興により形成されてきたまちの骨格は、都市基盤や建物の老朽化、都市としての機能不足など現在

の社会・経済情勢への不適合が顕在化している。 

・駅前広場空間の狭さ、交通利便性の不足 

・放置自転車による歩行者や緊急車両の通行障害 

・蒲田駅や線路敷による東西地区の分断 

・災害時の東西地区連絡通路の不足 

・既存東西連絡通路の混雑・錯綜、バリアフリー対応の更なる充実 

・近い将来建替えが必要な躯体が老朽化した駅ビル 

・更新時期となっている駅前広場近接街区の老朽化した建物 

・十分に利用されていない建物の容積率 

・運輸政策審議会答申でＡ２路線に位置付けられている新空港線「蒲蒲線」の整備      

（１）蒲田駅周辺の現況 

 

 

 

羽田空港の国際化、近隣都市の再開発、交通環境の変化、少子・高齢社会などに対応し、環境配慮も含

めた、新たなまちづくりが求められている。 

・羽田空港国際化に伴う空港利用者の増加 

・横浜、川崎、品川、大井町など東海道・京浜東北線沿線地域での都市間競争 

・京急連続立体交差関連事業による交通環境の変化 

・第一京浜・環状８号線立体交差事業による交通環境の変化 

・東京工科大学拡大による学生の増加 

・対応が求められる低炭素都市づくり・少子高齢社会 

（２）蒲田駅周辺の動向 

 

 

 

様々な活動が集約的に展開され、大量のエネルギーを消費する都市において、地球温暖化ガス(二酸化

炭素)の排出量を低減する都市再生が求められている。 

・公共交通利用の促進 

・自転車利用環境の向上 

・環境負荷の低い建物への更新 

・太陽光などの未利用・再生可能エネルギーの活用 

・緑化の促進などヒートアイランド現象の抑制 

 

（３）低炭素型都市の実現 

狭隘な駅ビル前の歩行者

空間、イベント空間の不足 

屈曲した形状による歩行者
の混雑・動線の錯綜 

駅から離れたバス降車場の
分散配置、 
公共交通乗換利便性、駅
への視認性の欠如 

駅から離れたバス乗降場の分散
配置、 
歩行者と乗車待ち行列の錯綜 

道路沿いの建物の耐震化の
必要性 

老朽化が進む建物の防災
性強化、環境負荷軽減の 
必要性 

放置自転車による安全・安
心な歩行者空間確保への
懸念 

駅から離れたバス乗降場の分
散配置、 
歩行者と乗車待ち行列の錯綜 

段差による歩行者動線へのバリア、
利用しにくいイベント広場 

地下空間における防犯性の
懸念、段差によるバリア 

歩行者と道路上の待機タク
シーの待ち行列の錯綜 

近い将来での建替えが必要な
駅ビル 

２）蒲田駅前空間の６つの現況課題 
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１）蒲田駅前空間の周辺状況について 

１．歩行者環境 
・駅前広場内での歩行者の混雑、駅前広場及び周辺での歩行者と自転車の錯綜 
・待ち合わせ空間等の来街者が憩える歩行者空間の不足 
・西口駅前広場の段差による動線のバリアや利用しにくいイベント広場 など 

２．蒲田駅東西の連絡性 
・屈曲した形状による歩行者動線の錯綜や視認性の欠如 
・北側地下通路の段差による動線のバリア、防犯上の懸念 など 

３．公共交通利用 
・駅から離れて分散しているバス乗降場による乗換えなどの利便性の低下 
・まちなかを歩く歩行者動線とバスの乗車待ち行列の錯綜 など 

４．自転車駐車需要 
・駅周辺の放置自転車による安全・安心な歩行者空間の確保への懸念 など 

５．建物の老朽化 
・駅前広場周辺建物の老朽化による耐震性、防災性の懸念 など 

６．都市環境・景観 
・環境負荷の低い建物への更新など環境配慮の必要性 など 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・平均乗降客数は約 42 万人/日で、近年は、ほぼ横ばいで推移している。 

・ピーク時の駅ビル前面の自動車交通量（約 500 台/時（９時台））のうち、駅前広場に用事の

無い通過交通が約６割（約 300 台/時）を占めている。 

・駅前広場利用車両（バス、タクシー等）と通過交通車両との交錯がある。 

・1 日（7 時～22 時）で、約 150,500 人が駅前広場に出入りし、そのうち朝夕のピーク時

に交通量が多い（8 時台：約 14,600 人/時、18 時台：約 13,900 人/時）。 

・特に、朝ピーク時には、大田区役所、アロマスクエアのある南方向の交通量が半分以上を占

め、駅ビル前面の南側の歩道（幅員約 6m）は、自由歩行（サービス水準 A）のために必要

な幅員（約 9m）に足りていない。 

・1 日（7 時～22 時）で、約 136,500 人が駅前広場に出入りし、そのうち夕ピーク時（平

日 18 時台）の交通量が多い（18 時台：約 13,100 人/時）。 

・特に、商店街のある南方向の交通量が約半分を占め、歩行者は駅前広場南側の段差形状の円

形広場を迂回して通行している。 

・蒲田駅周辺では、朝夕ともに、駅へ向かう方向、街へ向かう方向の双方向で同時に一定量の

交通量があり交錯が生じているため、整流化された歩行者空間と比べると歩行に制約がある。 

（西口駅前広場の現況） 

（東口駅前広場の現況） 

③タクシーの状況 ⇒ 周辺道路への滞留 

①鉄道の状況 ⇒ 乗降客数ほぼ横ばい 

②バスの状況 ⇒ 駅前広場外への乗降場の分散 

④自動車の状況 ⇒ 通過交通の流入 

⑤歩行者の状況 ⇒ 歩行者空間の不足、迂回が必要な歩行者動線 

バス降車場の分散 

自転車と歩行者の
交錯 

バス乗車場の分散 

放置自転車 

空港シャトルバス 

バス乗車場 

バス降車場 

バス降車場 

① ②
③ ④ ⑤

⑥

不足する歩行者
空間 

駅前広場空間の
不足 

通過交通が交錯す
る駅前広場 

バス利用者と歩行
者の交錯 

歩行者の横断と
自動車の交錯 

タクシー  

乗降場 

駅街路 2 号 

車道部を通行する歩行者 

駅前広場南側の段差形状による歩

行者動線の迂回 

放置自転車 

バス乗車場 

バス降車場 

タクシー動線と一般車動線の交錯 

① ②③

バス乗車場待ちスペースの不足 

駅広内の自転車と歩行

者の動線の交錯 

荷捌き 車両や一般車の

駐停車 

バス乗車場・降車場の分散 

タクシー  

乗車場 

駅街路 3号 

補助 37 号 

 【凡例】 
    バス（乗車） 
    バス（降車） 
    タクシー 
    歩行者動線 
    タクシー動線 
    一般車動線 
    バス乗り場番号 ① 

 【凡例】 
    バス（乗車） 
    バス（降車） 
    タクシー 
    歩行者動線 
    タクシー動線 
    一般車動線 
    バス乗り場番号 ① 

・乗車場が 6 ヶ所（駅前広場内に 2 ヶ所、駅前広場外に４ヶ所）、降車場が 7 ヶ所（全て駅前

広場外）、シャトルバス乗降場が 1 ヶ所存在し、18 系統のバスが運行している。 

・平日 15 時間で 483 台のバスが発車し、約 7,800 人が乗車している。また、平日ピーク時

（朝 7 時台）には、41 台のバスが発車し、約 900 人が乗車している。 

・東口の降車場はアロマスクエア前と補助 36 号の２ヶ所に分かれて存在し、時間調整のため

の待機場としても使われている。 

・乗車場が３ヶ所、降車場が４ヶ所（全て駅前広場外）存在し、５系統のバスが運行している。 

・平日 15 時間で 219 台のバスが発車し、約 2,600 人が乗車している。また、平日ピーク時

（夕 17 時台）には、16 台のバスが発車し、約 300 人が乗車している。 

（東口） 

（西口） 

・日中は 20 台程度の滞留であるが、16 時以降は台数が増加し、駅街路２号に滞留が発生する。 （東口） 

（西口） 

（東口） 

（東口） 

（西口） 

（共通） 

・日中は 10 台程度の滞留であるが、15 時以降は台数が増加し、補助 37 号に滞留が発生する。 

参考）交通量調査結果を踏まえた駅前広場、交通基盤施設の現況 
１） 駅前広場及び周辺 
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○ 駅前広場の歩行者の状況 

※必要幅員は当該位置の交通量調査結果を用いて算出 

【歩道の幅員算出方法（サービス水準 A）例 （平日朝 8時台の東口④）】 

ピーク時（8時台）の 15 分間交通量：2,215 人 

2,215（人）／15（分）×1.5※／27※＝8.2＝約 9（m） 

 ※15分交通量を 1分交通量に換算する場合の補正係数（国交省資料） 

 ※サービス水準 Aの値 

 ※端数は切り上げ 

サービス水準Ａ　自由歩行　　　　　～27人/ｍ･分
　　　　　　Ｂ　やや制約　　　　27～51
　　　　　　Ｃ　やや困難　　　　51～71
　　　　　　Ｄ　困難　　　　　　71～87
　　　　　　Ｅ　ほとんど不可能　87～

大規模開発地区関連交通計画マニュアル（平成

19 年 3 月改訂・国土交通省）  

40

東方向 
20%（2,940人） 

南方向 
54%（7,871人） 

北・東方向 
26%（3,774人） 

北方向 
51%（5,401人） 

南方向 
32%（3,323人） 

西方向 
17%（1,805人） 

西口駅前広場へ出入りする交通量 
（約10,500人） 

東口駅前広場へ出入りする交通量 
（約14,600人） 

406 

185 

193 

129 

218 
250 

340 

84 

760 

514 

188 

312 

470 

284 

668 

127 

1,718 

37 

687 

541 

1,101 

25 

851 
235 5 

595 

1,078 201 

19 919 
192 

765 

250 

840 

367 

581 

408 

174 2,218 
3,199 

905 

1,549 

40

東方向 
26%（3,620人） 

南方向 
41%（5,721人） 

北・東方向 
33%（4,547人） 

北方向 
36%（4,760人） 

北・西方向 
18%（2,310人） 

西口駅前広場へ出入りする交通量 
（約13,100人） 

東口駅前広場へ出入りする交通量 
（約13,900人） 

南方向 
46%（6,017人） 

280 

407 

393 

241 

240 
234 

232 

283 

1,136 

1,613 

317 

365 

1,082 

196 

1,080 

228 

75 

632 

1,538 387 

70 
521 

312 

1,012 

1,355 

182 

135 

489 

634 

177 

1,211 149 

1,017 

1,477 

1,024 

2,203 

661 

631 

323 

733 

561 

262 

①約 2m ②約 1m 

③約 2m 

④約 1m 

⑤約 1m 

⑥約 2m 

①約 2m ②約 1m 

③約 2m 

④約 1m 

⑤約 1m 

⑥約 3m 

①約 2m 

①約 3m 

②約 4m 

④約 9m 

②約 4m 

②約 3m 

③約 3m 

③約 3m 

⑤約 4m 

⑤約 6m 

（平日朝 8 時台） 

（平日 18 時台） 

（東口） 

・1 日（7 時～22 時）で、約 150,500 人が駅前広場に出入りし、そのうち朝夕の

ピーク時に交通量が多い（8 時台：約 14,600 人/時、18 時台：約 13,900 人/

時）。 

・特に、朝ピーク時には、大田区役所、アロマスクエアのある南方向の交通量が半分

以上を占め、駅ビル前面の南側の歩道（幅員約 6m）は、自由歩行（サービス水準

A）のために必要な幅員（約 9m）に足りていない。 

（西口） 

・1 日（7 時～22 時）で、約 136,500 人が駅前広場に出入りし、そのうち夕ピー

ク時（平日 18 時台）の交通量が多い（18 時台：約 13,100 人/時）。 

・特に、商店街のある南方向の交通量が約半分を占め、歩行者は駅前広場南側の段差

形状の円形広場を迂回して通行している。 

（共通） 

・蒲田駅周辺では、朝夕ともに、駅へ向かう方向、街へ向かう方向の双方向で同時に

一定量の交通量があり交錯が生じているため、整流化された歩行者空間と比べると

歩行に制約がある。 

254 66 

180 269 

■歩行者交通量と歩道必要幅員 （※ 丸囲み数字後の値がサービス水準 A を確保するために必要な幅員） 

7,871（2,215（15分）） 

116 
90 

220 
208 
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３） 自由通路 ２） 自転車駐車場 

・東急コンコース、JR・東急連絡通路、JR 中央改札とも、平日の朝 8 時台がピークであり、その際の

サービス水準は東急コンコース、JR 中央改札ともに B 水準である。 

・平日の 12 時台、休日 17 時台では、JR 中央改札前を通り鉄道を利用しない駅東西を結ぶ移動（駅東

西間移動と駅ビル利用）をする歩行者が、当断面における歩行者交通量全体の約半分存在する。 

・連絡通路は屈曲しており、更にテナント等の存在により、異なる目的の動線が錯綜し利便性・快適性が

低い。 
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・自転車駐車台数（需要）と自転車駐車場収容台数（供給）は、東口、西口とも、概ね均衡しているものの、

放置自転車も多数存在している。 

・自転車駐車場利用者の大半は通勤・通学目的の利用者が占めており、路上放置自転車の大半は買い物等利

用者が占めている。 

  利用目的（西口） 利用目的（東口） 

自
転
車
駐
車
場
利
用
者 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

路
上
放
置
駐
輪
者 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

合計：784 件 合計：790 件 

51％ 

6％ 
4％ 

14％ 

20％ 

2％ 3％ 

62％ 

3％ 

10％ 

20％ 

1％ 

3％ 

1％ 

通勤 
（鉄道利用） 

82%

10%

10％ 

5％ 

82％ 

1％ 

合計：377 件 

92％ 

3％ 

1％ 

合計：247 件 

2％ 

買い物等 買い物等 

通勤 
（鉄道利用） 

通勤・通学 

買い物、私事等 

業務（周辺での打合せ等） 

その他 

78％ 

通勤・通学 
（鉄道利用） 

75％ 

通勤・通学 
（鉄道利用） 

3％ 1％ 

3％ 3％ 

①駐車台数と収容可能台数  

 東口 西口 合計 

駐車台数 6,432 6,489 12,921 

自転車駐車場 5,132 4,541 9,673 内
訳 放置 1,300 1,948 3,248 

自転車駐車場収容可能台数 6,384 6,038 12,422 

 ※駐車台数は、平日 15 時のピークの数字である 

 蒲田駅周辺の自転車駐車台数と自転車駐車場収容可能台数は、東口、西口とも概ね均衡している。その

一方で、放置自転車も多数存在している。 

出典：平成 23 年度蒲田駅周辺自転車利用者
駐輪実態調査結果 

②利用目的 

 東口、西口ともに、自転車駐車場利用者の大半は通勤・通学目的の利用者が占めている。 

路上放置自転車の大半は買い物等利用者が占めている。 

図 自転車駐車場利用者、路上放置者別利用目的割合 

表 蒲田駅周辺の駐車台数と収容可能台数 

 １０分ピーク
時通行量 

1 分当たり 

交通量 
歩行空間計画
論的有効幅員 

単位ｍ当たり 1
分当たり交通量 

現況
水準 

 （人／10 分） （人／分） （ｍ） （人／ｍ・分）  

東急コンコース 4081 408 10.0 40.8 B 
JR 東急連絡通路 1,285 129 5.5 23.5 A 

JR 中央改札西口方面 2,612 261 8.2 31.9 B 

JR 中央改札東口方面 2,668 267 6..2 43.1 B 

補足 1）大規模開発地区関連交通計画マニュアル（平成 19

年 3 月改訂・国土交通省）では歩行者系交通施設

のサービス水準は下記のように示されており、「水

準 Aを目指すこと」とされている。 

補足 2）計画論的有効幅員とは、通路全幅から柱部分を除く

とともに、柱・壁・店舗側端からの余裕幅、券売機

処理空間等を除いて残る有効幅員のこと。 

サービス水準Ａ　自由歩行　　　　　～27人/ｍ･分
　　　　　　Ｂ　やや制約　　　　27～51
　　　　　　Ｃ　やや困難　　　　51～71
　　　　　　Ｄ　困難　　　　　　71～87

　　　　　　Ｅ　ほとんど不可能　87～

①連絡通路のサービス水準【平日ピーク時（午前 8 時台）】 

ＪＲ南口 
改札口 

西口駅前広場 

東口駅前広場 

東急改札口 

ＪＲ中央改札口 

JR・東急連絡通路 

②連絡通路の方面別交通量 

東急電鉄利用者

ＪＲ利用者

東急電鉄・ＪＲ乗換利用者

凡例  駅東西間移動利用者

駅ビル利用者

 
 

JR 

（37％） 
 

東急 
（11％） 

東西間 

（25％） 

駅ビル 
（27％） 

鉄道計：約 48％ 

6,320 人/時 

 

JR 
（42％） 

 

東急 
（8％） 

駅ビル 
（29％） 

東西間 
（21％） 

鉄道計：約 50％ 

8,390 人/時 

（平日 12時台） 

（休日 17時台） 

多目的の動線が輻輳（休日 17

時台） 


